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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

十
王
堂
免
遺
跡　

赤
穂
原
遺
跡　

縄
文
土
器　

撚
糸
文
土
器

　

大
浦
山
式
土
器　

無
文
土
器　

林
國
治

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
縄
文
土

器
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
の
資
料
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
横
浜
市
域
周
辺
で

考
古
資
料
を
採
集
し
て
い
た
林
國
治
氏
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。

　

土
器
群
の
主
体
と
な
る
時
期
は
縄
文
時
代
撚
糸
文
期
後
半
で
あ
り
、
当
該
期

の
遺
跡
と
し
て
は
多
量
の
土
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
採
集
さ
れ
た
土
器
片
の

数
は
、
撚
糸
文
期
前
半
の
土
器
群
が
八
十
六
点
、
大
浦
山
式
土
器
が
二
六
〇
点
、

東
山
式
土
器
が
二
十
二
点
、
無
文
土
器
が
二
八
六
点
、
早
期
後
半
の
土
器
群
が

一
〇
点
、
草
創
期
隆
線
文
期
の
可
能
性
が
あ
る
土
器
が
五
点
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
切
れ
目
状
の
補
修
孔
に
つ
い
て
の
ほ
か
、

器
面
調
整
具
の
痕
跡
、
口
縁
部
の
黒
色
化
し
た
土
器
、
土
器
の
大
き
さ
に
つ
い

て
若
干
の
考
察
を
行
な
っ
た
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
一
九

六
七
年
の
設
立
以
来
、
県
内
を
中
心
と
し
た
考
古
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
現

在
、
当
館
で
は
そ
れ
ら
の
整
理
作
業
を
進
め
て
お
り
、
整
理
が
進
ん
だ
資
料
か
ら
順

次
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
十じ

ゅ
う
お
う
ど
う
め
ん

王
堂
免
遺
跡
採
集
の
縄
文
土
器
の
報
告
を
行
な
う
。
こ
れ

ら
は
林
國
治
氏
に
よ
り
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
採
集
さ
れ
た
資
料
で
、
一
九
六
六
年

に
当
館
へ
収
蔵
さ
れ
た
。

一　

林
國
治
氏
に
よ
る
資
料
採
集
の
経
緯
と
遺
跡
の
概
要

（
1
）
撚
糸
文
土
器
研
究
と
林
國
治
氏
の
採
集
活
動

　

林
國
治
氏
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
、
横
浜
市
域
を
中
心
に
考
古
資
料
の
採
集
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
た
在
野
の
考
古
学
研
究
者
で
あ
る（

（
（

。

　

一
九
四
〇
年
代
〜
五
〇
年
代
の
考
古
学
界
で
は
、
縄
文
土
器
の
起
源
を
め
ぐ
る
議

論
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
古
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
撚
糸
文
土
器
の
探
求
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
明
治
大
学
の
杉
原

荘
介
氏
、
芹
沢
長
介
氏
ら
や
横
須
賀
考
古
学
会
の
赤
星
直
忠
氏
、
岡
本
勇
氏
ら
は
神

奈
川
県
域
で
の
発
掘
調
査
を
多
く
実
施
し
、
横
浜
市
南
部
か
ら
三
浦
半
島
周
辺
は
撚

糸
文
土
器
研
究
の
重
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
た
（
杉
原
・
芹
沢
一
九
五
七
、

芹
沢
一
九
五
七
、
岡
本
一
九
六
〇
な
ど
）。
そ
の
よ
う
な
中
で
林
氏
は
横
浜
市
十
王

堂
免
遺
跡
で
採
集
し
た
土
器
に
撚
糸
文
土
器
の
含
ま
れ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
以
降
、

本
遺
跡
で
の
採
集
を
精
力
的
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
王
堂
免
遺
跡
は
、現
在
の
横
浜
市
磯
子
区
汐
見
台
に
存
在
し
た
遺
跡
で
あ
る
（
第

1
図
）。
撚
糸
文
期
の
遺
物
を
多
く
出
土
す
る
遺
跡
で
あ
っ
た
が
、
開
発
の
た
め
に
一

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の

　
　
　
　
　
　
縄
文
時
代
撚
糸
文
期
土
器
群

　
︱ 
林
國
治
氏
旧
蔵
の
横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料 

︱



− 32 −

九
六
〇
年
代
前
半
に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
は
林
氏
の
採
集
し

た
資
料
群
は
十
王
堂
免
遺
跡
の
内
容
を
知
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

林
氏
は
後
年
に
回
想
録
を
い
く
つ
か
著
し

て
お
り
、
十
王
堂
免
遺
跡
に
つ
い
て
の
記
述

も
認
め
ら
れ
る
。重
要
な
記
述
で
あ
る
た
め
、

や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
き
た
い（

（
（

。

「
二
十
九
年
四
月
八
日
に
始マ

マ

め
て
こ
の
遺
跡

に
赴
い
た
。
場
所
は
起
伏
の
多
い
台
地
で
、
そ
の
台
地
の
一
部
の
中
央
が
畑
で
、
西

よ
り
北
は
急
斜
面
が
段
々
畑
と
な
り
、
東
南
は
斜
面
が
雑
木
林
、
そ
の
下
方
田
圃
に

続
く
低
地
は
畑
で
あ
り
、
中
央
畑
の
北
側
は
細
い
道
が
一
本
通
っ
て
、
畑
と
急
斜
面

の
雑
木
林
と
を
境
し
て
い
る
。
東
南
側
も
同
じ
く
四
〜
五
十
セ
ン
チ
の
道
が
一
筋
通

っ
て
い
る
。
中
央
の
畑
を
か
っ
て
開
墾
し
た
折
に
出
土
し
た
土
器
、
石
器
を
投
棄
し

た
と
考
え
ら
れ
る
、
二
次
的
堆
積
の
処
が
北
側
雑
木
林
の
一
部
に
あ
る
。（
中
略
）
三

十
二
年
十
月
の
始
め
に
赴
い
た
と
き
は
、東
南
斜
面
雑
木
林
の
中
に
入
っ
た
。（
中
略
）

山
芋
を
掘
っ
た
穴
が
二
個
な
ら
ん
で
口
を
開
い
て
い
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
一
ツ
の
穴
の
内
壁
を
突
い
て
見
る
と
、
小
さ
な
土
器
片
が
落
ち
て
い
っ

た
。
と
り
上
げ
て
見
る
と
口
辺
部
で
、
口
唇
が
稍
肥
厚
し
て
、
撚
糸
文
は
密
に
縦
走

し
て
お
り
、
ト
ジ
穴
と
い
わ
れ
る
穴
も
一
個
開
い
て
い
る
。（
中
略
）
こ
れ
は
縄
文
初

頭
の
夏
島
式
土
器
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
し
て
幾
日
か
の
後
、
即
ち
十
月

十
日
に
山
芋
の
穴
を
中
心
に
試
掘
し
た
。
出
土
し
た
の
は
無
文
土
器
片
と
共
に
横
走

撚
糸
文
土
器
だ
っ
た
。（
中
略
）
明
治
大
学
講
師
・
芹
沢
長
介
氏
を
遺
跡
へ
案
内
し
て
、

大
学
で
発
掘
し
た
い
と
の
話
を
伺
が
い
（
中
略
）
三
十
三
年
六
月
二
十
八
、
二
十
九
、

第 1図　十王堂免遺跡の位置

三
十
の
三
日
間
、
芹
沢
長
介
氏
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
大
勢
の
学
生
が

発
掘
に
参
加
し
た
。（
中
略
）
十
王
堂
免
は
隣
接
の
磯
子
区
森
町
赤
穂
原
、
磯
子
区
間

渡
り
と
共
に
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
磯
子
団
地
と
し
て
造
成
工
事
が
行
な
わ
れ
、
高
い
処

は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
深
く
削
り
押
し
崩
さ
れ
、
低
い
処
は
盛
り
上
り
、
そ
し
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
パ
ー
ト
が
数
十
棟
建
ち
な
ら
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
早
期
、
中
期

の
遺
跡
が
四
箇
所
破
壊
や
文
字
通
り
煙
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
町
名
も
三
者
帰

一
し
て
磯
子
区
汐
見
台
と
な
っ
た
。」（
林
一
九
六
七
）

「
三
十
三
年
す
ぎ
る
頃
か
ら
、
十
王
堂
免
、
平
台
、
大
塚
、
赤
穂
原
、
同
経
塚
山
、
磯

子
町
間
渡
り
等
の
在
遺
跡
の
広
地
域
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
磯
子
団
地
と
し
て
の
造
成
工

事
が
十
王
堂
免
、
平
台
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
遺
跡
の
煙
滅
、
土
器
、
石
器
等
資
料
の

滅
失
を
惜
し
み
、
毎
週
の
日
曜
日
雨
の
降
る
日
も
工
事
場
所
に
赴
い
て
土
器
片
、
礫

器
等
の
採
集
に
努
め
た
。
採
集
し
た
資
料
は
頗
ぶ
る
多
数
で
あ
っ
た
。」（
林
一
九
七

七
）

「
昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
八
日
、
調
査
者
を
芹
沢
長
介
氏
、
多
数
の
学
生
が
参
加
し

て
発
掘
が
開
始
さ
れ
た
。
場
所
は
森
町
赤
穂
原
の
最
西
北
端
、
私
が
昭
和
三
十
二
年

秋
、
試
掘
に
よ
っ
て
大
浦
山
式
、
平
坂
式
の
土
器
片
数
十
個
を
採
集
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。」（
林
一
九
七
九
）

　

こ
れ
ら
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、
林
氏
は
一
九
五
四
年
四
月
八
日
に
初
め
て
十
王

堂
免
遺
跡
を
訪
れ
て
以
来
、
継
続
的
に
本
遺
跡
を
踏
査
し
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に

は
開
発
に
さ
ら
さ
れ
た
本
遺
跡
に
お
い
て
丹
念
に
遺
物
の
採
集
を
行
な
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
資
料
を
実
見
し
た
明
治
大
学
の
芹
沢
長

介
氏
が
現
地
の
発
掘
調
査
を
希
望
し
、
実
際
に
一
九
五
八
年
に
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
芹
沢
氏
に
よ
る
発
掘
調
査
の
報
告
書
は
未
刊
だ
が
、一
九
六
二
年
刊
行
の
『
日

本
考
古
学
年
報
』
に
若
干
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
芹
沢
氏
が
林
氏
採
集
資

料
を
実
見
し
た
の
は
一
九
五
八
年
三
月
の
よ
う
で
あ
る
（
芹
沢
一
九
六
二
）。
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先
述
の
よ
う
に
、

当
時
の
考
古
学
界
で

は
、
最
古
の
縄
文
土

器
と
し
て
の
撚
糸
文

土
器
の
探
求
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い

た
。
林
氏
が
十
王
堂

免
遺
跡
を
踏
査
、
撚

糸
文
土
器
を
採
集
し

て
い
た
時
期
は
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
時
期

に
あ
た
っ
て
い
る

（
第
1
表
）。

　

林
氏
は
大
学
等
で

の
考
古
学
の
専
門
的
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
在
野
に
あ
っ
て
基
本
的
に
独
学
で
研

究
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
学
界
の
最
新
の
動
向
に
も
目
を
向
け
て
活
動
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

　

林
氏
の
採
集
資
料
は
一
九
六
六
年
に
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、林

氏
に
よ
り
採
集
年
月
日
、
採
集
場
所
が
墨
書
で
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
存
在

す
る
（
第
2
図
）。
十
王
堂
免
の
地
名
と
と
も
に
記
さ
れ
た
日
付
の
中
で
最
も
古
い
も

の
は
林
氏
が
初
め
て
本
遺
跡
を
訪
れ
た
と
述
べ
て
い
る
一
九
五
四
年
四
月
八
日
付
け

も
の
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
も
の
は
一
九
六
一
年
四
月
十
三
日
付
け
で
あ
る
。
本
地

域
の
造
成
の
主
目
的
で
あ
っ
た
磯
子
団
地
建
設
の
工
事
が
起
工
さ
れ
た
の
は
一
九
六

一
年
一
月
二
十
八
日
で
あ
る
か
ら（

（
（

、
工
事
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
数
ヶ
月
の
間
は
現
地

踏
査
を
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第 2図　林氏による土器片への注記

第 1表　主な撚糸文土器研究と林國治氏の動向

（
2
）
遺
跡
の
位
置
お
よ
び
林
氏
の
採
集
地
点

　

十
王
堂
免
遺
跡
周
辺
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
開
発
に
伴
う
造
成
工
事
の
た
め
、

大
幅
に
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
範
囲
の
行
政
区
画
も
造
成
前
は
横
浜
市
南

区
上
大
岡
町
十
王
堂
免
、
平
台
、
磯
子
区
森
町
赤
穂
原
に
わ
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

一
九
六
三
年
六
月
の
整
理
に
よ
り
一
帯
は
磯
子
区
汐
見
台
と
な
っ
た
。

　

遺
跡
が
ほ
ぼ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
今
日
と
な
っ
て
は
、
遺
跡
の
正
確
な
範
囲
を
求

め
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
林
氏
の
採
集
地
点
は
氏
の
記
述
と
造
成
が
行
な
わ
れ
る
以

前
の
地
形
図
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
第
3
図
）。
先

に
引
用
し
た
よ
う
に
十
王
堂
免
遺
跡
に
関
す
る
氏
の
記
述
は
複
数
存
在
す
る
が
、
一
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第 3図　十王堂免遺跡周辺の地形と林氏採集推定範囲および明治大学調査地点
横浜市 1/3000 地形図「磯子」昭和 8 年（横浜開港資料館所蔵）より作成
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第 4図　十王堂免遺跡周辺の現在の地形と林氏採集推定範囲明治大学調査地点
国土地理院 1/10,000 地形図「上大岡」平成 16 年に、昭和 8 年の地形図からトレースした境界を重ねて作成

九
六
七
年
の
記
述
が
最
も
具
体
的
で
参
考
に
な
る
。
た
だ
、
氏
の
「
台
地
の
一
部
の

中
央
が
畑
」
で
「
西
よ
り
北
は
急
斜
面
が
段
々
畑
と
な
り
、
東
南
は
斜
面
が
雑
木
林
、

そ
の
下
方
田
圃
に
続
く
低
地
は
畑
」
と
い
う
表
現
が
該
当
し
そ
う
な
の
は
地
形
図
の

十
王
堂
免
の
範
囲
内
に
は
見
当
た
ら
ず
、
付
近
で
は
平
台
の
東
南
部
に
あ
る
平
坦
地

が
そ
れ
に
当
た
り
そ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
氏
の
採
集
資
料
に
は
「
平
台
」
や
「
森

町
赤
穂
原
」「
森
町
赤
穂
原
経
塚
山
」と
い
っ
た
注
記
も
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
地
区
名
を
使
い
分
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
そ
う
考
え
る
と
、
林
氏
の
こ

れ
ら
の
地
区
の
認
識
と
行
政
区
画
と
し
て
の
字
と
の
間
に
は
微
妙
な
ズ
レ
が
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
林
氏
の
記
述
と
地
形
図
を
参
照
す
る
限
り
、

林
氏
の
い
う
「
十
王
堂
免
」
は
地
形
図
で
の
平
台
お
よ
び
森
町
赤
穂
原
の
一
部
を
含

ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
赤
穂
原
と
い
う
地
名
は
森
町
の
他
に
上

大
岡
町
に
も
存
在
す
る
が
（
平
台
の
西
に
隣
接
、
第
4
図
）、
林
氏
の
注
記
は
い
ず
れ

も
「
森
町
赤
穂
原
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
上
大
岡
町
赤
穂
原
の
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。

（
3
）
明
治
大
学
調
査
地
点
―
「
赤
穂
原
遺
跡
」
―
と
の
関
係

　

明
治
大
学
の
芹
沢
長
介
氏
は
一
九
五
八
年
三
月
に
林
氏
の
採
集
資
料
を
実
見
し
本

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
希
望
、六
月
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
概
要
は
、一

九
五
八
年
度
の
『
日
本
考
古
学
年
報
』
に
「
横
浜
市
赤
穂
原
遺
跡
」
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
（
芹
沢
一
九
六
二
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
所
在
地
は
「
磯
子
区
森
町
赤
穂
原
」

で
「
標
高
は
約
八
〇
m
」「
磯
子
の
海
岸
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
八
〇
〇
m
」「
南

東
に
む
く
斜
面
の
一
端
に
、
包
含
層
が
露
出
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

明
治
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
当
時
の
調
査
記
録
に
よ
る
と
、
調
査
地
点
は
現
在
の

汐
見
台
小
学
校
の
敷
地
内
に
該
当
す
る
と
い
う（

（
（

。
こ
れ
ら
は
林
氏
の
記
述
に
あ
る「
東

南
斜
面
雑
木
林
」
や
「
森
町
赤
穂
原
の
最
西
北
端
」
と
い
う
表
記
と
も
矛
盾
し
な
い
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
治
大
学
の
調
査
地
点
は
林
氏

の
「
十
王
堂
免
」
と
し
て
い
た
範
囲
に
含
ま
れ
る
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
第
3
・
4
図
）。

　

明
治
大
学
の
調
査
以
降
、
芹
沢
氏
の
記
述
が
引
用

さ
れ
「
赤
穂
原
遺
跡
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
（
神
奈
川
県
史
編
纂
室
編
一
九
七
九
な
ど
）、本
稿

で
は
林
氏
に
な
ら
い
十
王
堂
免
遺
跡
と
し
て
お
く
。

　

な
お
、
明
治
大
学
の
調
査
の
際
に
は
、
表
土
か
ら

加
曽
利
E
式
土
器
、
そ
の
下
層
か
ら
勝
坂
式
土
器
、

阿
玉
台
式
土
器
が
多
数
、
そ
の
下
方
の
黒
色
土
層
か

ら
「
典
型
的
な
大
浦
山
式
土
器
」
が
多
数
、
さ
ら
に

そ
の
下
層
か
ら
は
「
夏
島
式
と
考
え
ら
れ
る
破
片
」

が
少
数
出
土
し
た
ら
し
い
（
芹
沢
一
九
六
二
）。

二　

林
氏
採
集
土
器
群
に
つ
い
て
―
観
察
所
見
―

　

本
章
で
は
林
氏
が
採
集
し
た
土
器
群
の
観
察
所
見

を
記
載
し
て
い
く
。
林
氏
の
収
集
し
た
資
料
は
い
ず

れ
も
表
面
採
集
品
で
あ
る
た
め
、
層
位
的
な
検
討
や

分
布
の
傾
向
等
を
検
討
す
る
た
め
の
情
報
は
欠
落
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
に
型
式
学
的
な
分
類
に
よ
り

記
述
し
て
い
く
。

　

土
器
群
の
主
体
は
撚
糸
文
土
器
で
あ
る
。
そ
の
他

に
早
期
後
半
、
中
期
中
葉
〜
後
葉
の
土
器
が
あ
る
。

押
型
文
土
器
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
中
期
土
器
に

つ
い
て
は
本
稿
で
は
紙
面
、
作
業
上
の
制
約
か
ら
割

第 5図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（1）　（当館蔵）
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第 6図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（2）　（当館蔵）
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第 7図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（3）　（当館蔵）
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愛
し
た
。

　

林
氏
の
採
集
土
器
は
、
中
期
土
器
を
除
く
と
六
六
九
点
、
重
量
に
し
て
約
四
十

二
・
六
kg
に
及
ぶ
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
細
片
等
を
除
く
五
八
三
点
を
報
告
す
る（

（
（

。

　

掲
載
資
料
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
重
量
、
器
面
調
整
等
に
つ
い
て
は
観
察
表

に
記
載
し
た
。
な
お
、
以
下
「
林
氏
資
料
」
と
し
た
場
合
に
は
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
林
氏
に
よ
る
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料
を
示
す
も
の
と
す
る
。

（
1
）
夏
島
式
（
第
5
図
、
第
2
表
）

　

1
〜
22
は
夏
島
式
で
あ
る
。
縦
位
あ
る
い
は
斜
位
に
撚
糸
文
お
よ
び
縄
文
が
施
さ

れ
る
も
の
で
、
撚
糸
文
の
条
間
が
狭
く
、
施
文
が
や
や
深
い
も
の
を
一
括
し
た
。
1

が
多
く
な
る
。
口
縁
は
弱
く
外
反
す
る
も
の
が
多

い
。
断
面
は
丸
棒
状
の
も
の
が
多
い
が
、
37
、
38

は
角
頭
状
と
な
る
。
26
に
も
わ
ず
か
に
平
坦
面
が

作
出
さ
れ
て
い
る
。
24
、
28
〜
30
等
の
よ
う
に
口

唇
部
が
肥
厚
す
る
も
の
も
あ
る
。
原
体
に
は
撚
糸

文
が
用
い
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
27

で
は
、
口
縁
部
直
下
は
横
位
に
、
そ
れ
以
下
は
縦

位
の
施
文
と
な
る
。
56
に
は
縄
文
RL
が
施
文
さ
れ

る
。
施
文
は
乱
雑
で
、器
面
に
は
凹
凸
が
目
立
つ
。

57
は
絡
条
体
条
痕
文
が
施
さ
れ
る
。
口
縁
が
や
や

外
反
し
内
面
に
は
稜
が
作
出
さ
れ
る
点
か
ら
後
述

の
大
浦
山
式
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

口
縁
部
付
近
で
の
縦
位
施
文
と
い
う
点
か
ら
稲
荷

台
式
と
し
た
。

　

79
〜
83
は
焼
成
や
胎
土
等
の
類
似
性
か
ら
同
一

第 2表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（夏島式・稲荷台式）

〜
17
は
口
縁
部
破
片
で
、
17
が
緩
く
外
反
す
る
他
は
直
立
す
る
口
縁
と
な
る
。
断
面

は
丸
棒
状
の
も
の
が
多
い
が
、
2
、
3
は
口
唇
が
面
取
り
さ
れ
角
頭
状
と
な
る
。
5
、

10
、
15
等
は
口
唇
部
が
肥
厚
す
る
。
施
文
原
体
は
、
3
が
RL
？
、
5
、
11
、
18
が
RL

の
縄
文
と
な
る
他
は
撚
糸
文
が
用
い
ら
れ
る
。
撚
糸
文
の
撚
り
は
R
と
L
が
お
お
よ

そ
半
々
と
な
る
。

（
2
）
稲
荷
台
式
（
第
6
・
7
図
、
第
2
表
）

　

23
〜
86
は
稲
荷
台
式
で
あ
る
。
縦
位
あ
る
い
は
斜
位
に
撚
糸
文
お
よ
び
縄
文
が
施

さ
れ
る
も
の
で
、
夏
島
式
に
比
べ
撚
糸
文
の
条
間
が
や
や
広
が
り
、
施
文
も
浅
く
な

る
。
ま
た
、
撚
糸
文
、
縄
文
の
撚
り
が
不
均
質
で
粗
く
、
施
文
単
位
も
乱
雑
な
も
の
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第 8図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（4）　（当館蔵）
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第 9図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（5）　（当館蔵）
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第 10図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（6）　（当館蔵）



− 43 −

個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
一
個
体
に
撚
糸
文
と
縄
文
の
両
者
が
施
文
さ
れ
る
事
例
で
、あ

ま
り
類
例
が
な
い
。
胴
部
下
半
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
下
方
に
縄
文
R
が
施
文
さ
れ

た
後
、
上
方
に
撚
糸
文
R
が
施
さ
れ
る
。
他
の
土
器
片
に
比
べ
器
壁
が
薄
く
、
焼
成

も
や
や
異
な
る
。
早
期
後
半
等
の
他
時
期
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

撚
糸
文
の
様
相
が
他
の
稲
荷
台
式
土
器
と
類
似
す
る
点
等
か
ら
本
時
期
と
し
た
。

　

84
〜
86
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
底
部
際
ま
で
縦
位
の
撚
糸
文
が
施
さ
れ

る
。
先
端
部
の
内
面
は
わ
ず
か
に
肥
厚
す
る
。

（
3
）
大
浦
山
式
（
第
8
〜
20
図
、
第
3
〜
5
表
）

　

87
〜
276
は
横
位
に
撚
糸
文
が
施
さ
れ
る
も
の
で
大
浦
山
式
に
比
定
さ
れ
る
。
大
浦

山
式
に
は
い
く
つ
か
の
分
類
案
、編
年
案
が
示
さ
れ
て
い
る
が
（
岡
本
一
九
六
〇
、宮

崎
一
九
八
一
、
原
田
一
九
八
九
、
石
井
一
九
九
一
、
戸
田
一
九
九
五
、
原
田
二
〇
〇

八
な
ど
）、
未
だ
共
通
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
新
し
い
分

類
案
を
示
す
こ
と
は
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
記
述
し
て
い
く
。

　

大
浦
山
式
の
口
縁
部
形
態
に
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
こ
と
は
当
初
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
（
岡
本
一
九
六
〇
）。
一
つ
は
口
縁
部
下
に
屈
曲
を
も
つ
も

の
で
、
岡
本
勇
氏
に
よ
り
「
大
浦
山
式
a
類
」
と
さ
れ
た
一
群
、
も
う
一
方
は
屈
曲

を
も
た
ず
直
立
す
る
も
の
で
「
大
浦
山
式
b
類
」
と
さ
れ
た
一
群
で
あ
る
。
本
稿
で

も
こ
れ
に
な
ら
い
呼
称
す
る
。
林
氏
資
料
に
お
い
て
は
前
者
は
五
十
九
点
、
後
者
は

八
〇
点
確
認
で
き
た
。
い
ず
れ
も
平
縁
で
波
状
口
縁
や
突
起
等
は
な
い
。

　

厚
め
の
器
壁
、
赤
褐
色
を
帯
び
た
胎
土
に
白
色
の
砂
粒
が
目
立
つ
点
等
は
こ
れ
ま

で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
岡
本
氏
が
「
軽け

い
し
ょ
う鬆」
と
し
た
胎
土
―
「
脆

く
」「
火
山
灰
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
粘
着
性
に
乏
し
い
」
土
―
が
用
い
ら
れ
る
例
も
散

見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
器
壁
に
発
泡
痕
の
よ
う
な
一
㎜
程
度
の
小
穴
が
多
数
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

a
．
口
縁
部
に
屈
曲
を
も
つ
も
の
―
大
浦
山
式
a
類
―

　

87
〜
145
は
口
縁
部
に
屈
曲
を
も
つ
も
の
で
「
大
浦
山
式
a
類
」
と
呼
称
さ
れ
る
一

群
で
あ
る
。
原
田
昌
幸
氏
（
一
九
八
九
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
屈
曲
部
の
形
態
に
は

い
く
つ
か
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
段
状
と
な
る
も
の
（
87
〜
97
な
ど
、
原

田
氏
の
「
形
態
③
」
に
概
ね
該
当
す
る
）、
凹
線
状
と
な
る
も
の
（
100
〜
122
な
ど
、
原

田
氏
の
「
形
態
②
」
に
概
ね
該
当
す
る
）、緩
い
カ
ー
ブ
と
な
る
も
の
（
125
〜
145
な
ど
、

原
田
氏
の
「
形
態
①
」
に
概
ね
該
当
す
る
）
に
大
別
で
き
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
差

は
漸
位
的
で
あ
り
、
一
個
体
内
で
も
部
位
に
よ
り
形
態
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。
99

で
は
、
破
片
の
左
方
の
屈
曲
は
緩
い
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
が
、
右
方
で
は
段
状
に

な
る
。

　

口
縁
部
か
ら
屈
曲
部
ま
で
は
無
文
と
な
る
。
無
文
部
の
幅
は
一
〜
三
㎝
程
度
で
、二

〜
三
㎝
程
度
に
な
る
も
の
が
多
い
。
器
面
に
は
横
位
の
調
整
痕
が
観
察
さ
れ
る
（
87
、

99
な
ど
の
写
真
参
照
）。

　

屈
曲
部
内
面
形
態
に
も
、
稜
が
作
出
さ
れ
る
も
の
（
87
〜
97
、
99
〜
108
な
ど
）、
緩

い
カ
ー
ブ
と
な
る
も
の
（
98
、
118
〜
122
な
ど
）
が
あ
り
漸
位
的
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

傾
向
と
し
て
は
外
面
の
屈
曲
部
が
段
状
に
な
る
も
の
は
内
面
に
も
明
確
な
稜
が
作
出

さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
外
面
が
凹
線
状
、
緩
い
カ
ー
ブ
に
な
る
も
の
は
内
面
も
緩
い

カ
ー
ブ
に
な
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

外
面
の
屈
曲
部
以
下
に
は
撚
糸
文
が
横
位
に
施
文
さ
れ
る
。
原
体
は
撚
糸
R
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
。
条
間
隔
は
一
〜
二
㎜
程
度
の
も
の
が
多
い
が
、
四
〜
五
㎜
程
度

と
や
や
広
い
も
の
（
104
、
106
、
109
な
ど
）
も
認
め
ら
れ
る
。
施
文
範
囲
は
屈
曲
部
以

下
の
全
面
に
及
ぶ
が
、
87
の
よ
う
に
屈
曲
部
下
一
〇
㎝
程
度
に
施
文
さ
れ
、
そ
れ
以

下
は
疎
ら
と
な
る
例
も
あ
る
。
施
文
の
密
度
は
あ
ま
り
高
く
な
く
、
無
文
部
も
多
く

残
さ
れ
る
。
圧
痕
は
深
く
、
節
の
明
瞭
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
原
体
の
回
転
方
向

は
横
位
で
あ
る
が
、
施
文
単
位
の
一
つ
一
つ
は
弧
状
と
な
る
も
の
が
多
く
、
口
縁
部
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第 11図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（7）　（当館蔵）
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第 12図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（8）　（当館蔵）
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か
ら
胴
部
上
半
に
お
い
て
は
弧
は
上
を
向
く
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
施
文
す
る
際
、正

位
の
土
器
に
向
き
合
い
施
文
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
撚
糸
文
は

屈
曲
部
の
端
か
ら
施
文
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
屈
曲
部
の
調
整
痕
を
観
察
す
る
と
、

調
整
に
よ
り
盛
り
上
が
っ
た
粘
土
が
撚
糸
文
を
押
し
潰
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
（
87
の
写
真
参
照
）、
撚
糸
文
を
施
文
し
た
後
に
屈
曲
部
の
調
整
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
屈
曲
部
以
下
の
器
面
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
撚
糸
文
が

一
部
磨
り
消
し
状
に
な
っ
た
り
、
節
の
縁
が
潰
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
で
き
る
。
ま

た
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
平
滑
に
撫
で
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
撚
糸
文
を
施
文
し
た
後
に
器
面
全
体
が
弱
く
撫
で
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
平
滑
な
撫
で
調
整
の
技
法
は
大
浦
山
式
に
み
ら
れ
る
特
徴
の
一

つ
で
（
87
、
99
、
111
な
ど
の
写
真
参
照
）、
こ
れ
に
よ
り
器
面
に
は
独
特
の
平
滑
な
ツ

ヤ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い（

（
（

。
調
整
の
単
位
や
方
向
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
平
滑
面
の
厚
さ
は
非
常
に
薄
く
、
使
用
や
埋
没
に
よ
り
容
易
に
剥
離
し
て
し
ま
う

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
整
痕
が
残
る
技
法
に
つ
い
て
は
実
験
的
な
方
法
も
含

め
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
器
面
を
撫
で
る
際
に
僅
か
に
水
分
を
含
ま
せ
た

状
態
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
。

　

99
は
撚
糸
文
に
加
え
、
横
位
に
連
続
す
る
節
状
の
点
列
が
屈
曲
部
下
方
に
施
文
さ

れ
る
。
撚
糸
原
体
を
回
転
さ
せ
ず
に
押
捺
し
た
絡
条
体
圧
痕
で
あ
ろ
う
。
撚
糸
文
の

後
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。
96
の
屈
曲
部
に
見
ら
れ
る
点
列
も
絡
状
体
圧
痕
の
可
能
性

が
あ
る
。
絡
条
体
圧
痕
を
も
つ
土
器
片
は
大
浦
山
遺
跡
で
も
出
土
し
て
い
る
（
岡
本

一
九
六
〇
）。
器
面
に
は
白
色
の
付
着
物
が
目
立
つ
。
104
は
撚
糸
文
が
横
位
、
斜
位
に

施
文
さ
れ
る
。
残
存
部
が
少
な
く
全
体
の
構
成
は
不
明
だ
が
、
鋸
歯
状
の
施
文
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
撚
糸
文
の
鋸
歯
状
施
文
は
大
浦
山
式
に
は
み
ら
れ
な
い
要
素
で
、

近
隣
で
は
花
輪
台
式
の
一
部
に
横
位
、
縦
位
、
斜
位
を
組
み
合
わ
せ
た
施
文
が
確
認

で
き
る
（
千
葉
県
南
外
輪
戸
遺
跡
例
な
ど
、
中
西
・
中
野
一
九
八
五
）。
本
資
料
は
器

形
や
胎
土
等
の
特
徴
か
ら
大
浦
山
式
土
器
と
考
え
て
お
く
が
、
文
様
施
文
の
技
法
は

関
東
地
方
東
部
の
要
素
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
109

に
も
屈
曲
部
下
に
縦
位
の
撚
糸
施
文
が
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
施
文
は
弱
く
疎

ら
で
あ
り
、
偶
発
的
な
痕
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。
141
は
一
段
の
縄
文
R
と
L
を
一
組

と
し
て
押
捺
施
文
さ
れ
る
も
の
で
、同
様
の
手
法
に
よ
る
施
文
は
胴
部
破
片
（
250
、251
）

に
も
確
認
で
き
る
。
類
例
は
横
浜
市
山
田
大
塚
遺
跡
（
横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
編
一
九
九
〇
）
や
藤
沢
市
片
瀬
山
遺
跡
（
宮
畑
北
遺
跡
発
掘
調
査
団
編
一
九
九
四
）

に
存
在
し
、
石
井
寛
氏
は
「
大
浦
山
Ⅰ
式
土
器
a
類
」
に
至
る
前
段
階
で
横
位
が
主

体
と
な
る
施
文
方
向
な
ど
か
ら
過
渡
期
的
様
相
を
示
す
も
の
と
捉
え
て
い
る
（
石
井

一
九
九
一
）。
戸
田
哲
也
氏
は
こ
れ
を
「
花
輪
台
I
式
と
共
通
す
る
文
様
手
法
」
と
し

た
上
で
、
石
井
氏
と
同
様
に
「
横
位
多
段
施
文
の
一
段
の
縄
と
い
う
点
に
お
い
て
は

大
浦
山
I
式
の
横
走
撚
糸
文
の
初
源
的
文
様
と
憶
測
す
る
こ
と
も
可
能
」
だ
と
指
摘

し
て
い
る
（
戸
田
一
九
九
五
）。

　

な
お
、
屈
曲
す
る
口
縁
部
を
も
つ
も
の
の
中
に
は
、
胴
部
が
無
文
と
な
る
も
の
も

一
定
数
存
在
す
る
が
（
110
、
120
〜
123
な
ど
）、
器
形
や
屈
曲
部
の
作
出
、
胎
土
等
の
類

似
性
か
ら
大
浦
山
式
の
一
部
分
と
し
て
扱
っ
て
お
く
。
た
だ
そ
の
中
で
110
は
器
壁
が

や
や
厚
く
、
胎
土
も
白
色
味
を
帯
び
て
い
る
。
器
面
に
は
凹
凸
が
顕
著
で
他
の
土
器

群
と
は
や
や
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

内
面
調
整
に
つ
い
て
も
、
全
面
が
平
滑
に
撫
で
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
擦
痕
が

観
察
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
88
は
刷
毛
状
の
擦
痕
が
横
位
に
、
99
で
は
や
や
粗
い
擦

痕
が
胴
部
上
半
で
は
横
位
に
、
中
位
で
は
斜
位
に
認
め
ら
れ
る
（
写
真
参
照
）。

　

98
、
105
、
107
な
ど
の
胎
土
は
や
や
「
軽
鬆
」
で
あ
る
。
ま
た
、
補
修
孔
を
も
つ
破

片
が
多
く
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

b
．
口
縁
部
が
直
立
す
る
も
の
―
大
浦
山
式
b
類
―

　

146
〜
222
は
口
縁
部
が
直
立
す
る
も
の
で
「
大
浦
山
式
b
類
」
と
呼
称
さ
れ
る
一
群
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第 3表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（大浦山式 a類）
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第 13図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（9）　（当館蔵）
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第 14図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（10）　（当館蔵）
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で
あ
る
。
口
縁
部
形
態
以
外
の
特
徴
―
撚
糸
文
や
そ
の
施

文
範
囲
、
胎
土
、
焼
成
、
色
調
、
混
和
材
、
内
外
面
の
器

面
調
整
、
補
修
孔
な
ど
―
は
概
ね
a
類
と
共
通
す
る
。
撚

糸
文
は
口
唇
直
下
か
ら
施
文
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
口

唇
部
下
の
一
㎝
弱
を
無
文
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
176
、
177

な
ど
）。
193
は
口
唇
部
直
下
で
は
横
位
の
施
文
、二
㎝
程
の

無
文
部
を
挟
み
下
方
は
斜
位
施
文
と
な
る
。

　

口
縁
は
緩
く
内
湾
あ
る
い
は
直
立
す
る
も
の
が
多
く
、

外
反
す
る
も
の
は
少
な
い
。
口
唇
部
断
面
は
、
僅
か
に
内

削
ぎ
傾
向
の
丸
棒
状
と
な
る
も
の
が
多
い
が
、
面
取
り
さ

れ
角
頭
状
に
な
る
も
の
も
少
数
存
在
し
（
155
、
184
な
ど
）、

168
で
は
面
取
り
さ
れ
た
口
唇
部
に
も
横
位
の
撚
糸
文
が
施

文
さ
れ
て
い
る
。
原
田
氏
も
同
様
の
傾
向
を
指
摘
し
て
お

り
、「
ほ
ぼ
円
頭
状
の
も
の
」「
や
や
内
削
ぎ
状
で
、
断
面

が
や
や
尖
頭
状
を
呈
す
る
も
の
」「
口
唇
部
上
端
に
、狭
小

な
平
坦
面
が
作
ら
れ
る
も
の
」
の
三
形
態
に
分
類
し
て
い

る
。
ま
た
、
口
縁
部
内
面
に
稜
が
作
出
さ
れ
る
も
の
も
散

見
さ
れ
る（
第
16
図
）。
稜
は
角
頭
状
口
唇
の
内
側
の
縁
が

下
方
へ
移
行
す
る
こ
と
で
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
a
類
に
み
ら
れ
た
内
面
に
稜
を
も
つ
一
群
と
の

関
連
も
示
唆
さ
れ
る
。
内
面
調
整
に
つ
い
て
も
基
本
的
に

は
a
類
と
同
様
だ
が
、
163
の
内
面
に
は
調
整
具
の
痕
跡
が

残
る
（
後
述
）。
205
、213
の
器
面
は
調
整
の
た
め
か
凹
凸
が

目
立
つ
。

　

な
お
、
b
類
に
は
横
位
の
撚
糸
文
以
外
の
施
文
―
a
類

第 15図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（11）　（当館蔵）
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に
み
ら
れ
た
よ
う
な
横
位
と
斜
位
の
組

合
せ
、
絡
条
体
圧
痕
、
原
体
横
位
押
捺

な
ど
―
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
こ
と
と
a
・
b
類
の
違
い
に
関
係
が

あ
る
の
か
は
即
断
で
き
な
い
。

　
「
軽
鬆
」な
胎
土
を
も
つ
も
の
は
a
類

に
比
べ
少
な
く
、
207
、
210
、
219
に
認
め

ら
れ
る
。

　

c
．
胴
部
お
よ
び
底
部

　

223
〜
251
は
胴
部
、
252
〜
276
は
底
部
の

破
片
で
あ
る
。土
器
片
の
諸
特
徴
は
a
、

b
類
と
基
本
的
に
同
様
で
、
い
ず
れ
に

属
す
る
か
は
判
別
で
き
な
い
。
撚
糸
文

の
施
文
方
向
は
胴
部
下
半
か
ら
底
部
へ

近
づ
く
に
つ
れ
横
位
か
ら
斜
位
と
な

り
、
ほ
と
ん
ど
縦
位
に
な
る
も
の
も
存

在
す
る
（
243
、252
な
ど
）。
ま
た
施
文
単

位
の
一
つ
一
つ
が
口
縁
部
付
近
で
は
上

を
向
く
弧
状
と
な
る
も
の
が
多
い
と
指

摘
し
た
が
、
胴
下
半
か
ら
底
部
で
は
下

を
向
く
弧
状
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
施

文
の
際
の
身
体
動
作
を
考
え
る
上
で
注

意
さ
れ
る
。

　

施
文
に
は
撚
糸
文
の
ほ
か
、
絡
条
体

圧
痕
（
245
〜
247
、
272
）、
横
位
押
捺
施
文

第 16図　大浦山式土器 b類のうち口縁部内面に稜がみられる土器群

（
250
、
251
）
に
加
え
、
縦
位
の
条
線
の
あ
る
も
の
（
248
、
249
、
273
、
274
）
が
あ
る
。
絡

条
体
圧
痕
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
例
で
は
破
片
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
文
様
要
素
と
し
て
で
は
な
く
偶
発
的
な
原
体
接
触
の
結
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
（
岡
本
一
九
六
〇
、
原
田
一
九
八
九
）。
し
か
し
、
本
遺
跡
例
で
は
複
数
の
条
が

平
行
し
て
押
捺
さ
れ
て
お
り
、
条
の
長
さ
も
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
偶
発
で
生
じ

た
と
は
思
わ
れ
ず
、
一
つ
の
文
様
要
素
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
花
輪
台
式

や
、
い
わ
ゆ
る
「
金
堀
式
」（
篠
原
一
九
七
七
）
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。
250
は

R
と
L
の
原
体
を
組
み
合
わ
せ
て
押
捺
施
文
さ
れ
る
が
、
251
で
は
二
条
の
R
を
組
み

合
せ
て
い
る
。
縦
位
の
条
線
を
も
つ
も
の
は
大
浦
山
遺
跡
に
も
類
例
が
あ
る
が
、
岡

本
氏
は
「
文
様
と
し
て
意
識
的
に
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る

（
岡
本
一
九
六
〇
）。
原
田
昌
幸
氏
も
こ
れ
ら
の
土
器
に
着
目
し
、
周
辺
他
型
式
に
手

法
上
の
類
似
す
る
も
の
を
挙
げ
る
が
「
大
浦
山
式
土
器
で
、
モ
チ
ー
フ
が
明
確
な
沈

線
文
併
用
個
体
の
報
告
は
な
い
」
と
し
、
積
極
的
な
解
釈
は
控
え
て
い
る
（
原
田
一

九
八
九
）。
大
浦
山
遺
跡
例
で
は
条
線
は
平
行
す
る
二
本
か
ら
な
っ
て
お
り
、
岡
本
氏

は
撚
糸
原
体
の
一
端
が
偶
然
に
器
面
に
接
触
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
痕
跡
と
考
え

て
い
る
が
、
本
遺
跡
例
で
は
条
線
は
四
本
程
度
で
、
や
や
様
相
は
異
な
る
。

　

底
部
は
や
や
尖
り
気
味
の
丸
底
と
な
る
も
の
が
多
い
。
先
端
部
の
内
面
は
胴
部
器

壁
の
倍
近
く
の
厚
さ
に
肥
厚
す
る
も
の
が
多
く
、
大
浦
山
式
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え

る
。
一
方
で
259
や
268
の
よ
う
に
あ
ま
り
肥
厚
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
土
器
の
大
き
さ

に
も
関
連
し
よ
う
。

　

撚
糸
の
施
文
は
、
底
部
に
近
づ
く
ほ
ど
施
文
単
位
が
小
さ
く
な
り
、
先
端
部
を
取

り
巻
く
よ
う
に
施
文
す
る
こ
と
で
、
先
端
は
菱
形
状
や
多
角
形
状
の
施
文
に
な
る

（
253
、
254
、
257
な
ど
）。

　

275
、276
は
施
文
の
方
向
や
胎
土
等
で
他
の
土
器
群
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
275

は
撚
糸
文
が
底
部
先
端
ま
で
縦
位
に
施
さ
れ
て
お
り
、
大
浦
山
式
以
前
の
所
産
と
も
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第 4表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（大浦山式 b類）
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第 17図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（12）　（当館蔵）



− 54 −

考
え
ら
れ
る
が
、
底
部
付
近
の
顕
著
な
肥
厚
は
夏
島
式
や

稲
荷
台
式
と
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
破
片
左
上
部
に
は

斜
位
の
撚
糸
文
も
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
大
浦

山
式
の
範
疇
で
捉
え
て
お
き
た
い
。276
も
縦
位
施
文
だ
が
、

い
ず
れ
の
条
も
先
端
を
中
心
に
放
射
状
と
な
っ
て
お
り
一

条
ず
つ
の
押
捺
施
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
に
わ
か
に

大
浦
山
式
と
は
し
難
い
が
、
275
と
同
様
に
底
部
の
顕
著
な

肥
厚
は
大
浦
山
式
以
前
と
も
考
え
づ
ら
い
。
た
だ
、
275
、

276
と
も
に
胎
土
が
緻
密
で
焼
成
も
堅
緻
で
あ
り
他
の
大
浦

山
式
土
器
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

底
部
に
明
瞭
な
使
用
痕
を
残
す
も
の
は
少
な
く
、
107
、

258
、
268
な
ど
の
先
端
が
磨
り
減
っ
て
い
る
以
外
は
胴
部
や

口
縁
部
の
表
面
と
の
遺
存
状
態
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
認
め

ら
れ
な
い
。

　

266
は
先
端
部
が
剥
落
し
て
い
る
が
、
そ
の
破
断
面
に
は

指
頭
状
、爪
状
の
刺
突
が
認
め
ら
れ
る
（
写
真
参
照
）。
土

器
製
作
時
に
お
け
る
底
部
先
端
の
粘
土
接
着
の
強
化
を
図

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
痕
跡
は
264
、
265
に
も
認
め

ら
れ
る
。

　
「
軽
鬆
」
な
胎
土
は
、
胴
部
破
片
で
は
243
、
237
、
底
部
破

片
で
は
266
、
269
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　（

4
）
東
山
式
（
第
21
図
、
第
6
表
）

　

277
〜
297
は
、
口
縁
部
直
下
に
一
条
の
沈
線
が
巡
り
、
そ

れ
以
下
は
無
文
と
な
る
一
群
で
、
い
わ
ゆ
る
東
山
式
と
呼

第 18図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（13）　（当館蔵）
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第 19図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（14）　（当館蔵）
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称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（
原
田
一
九
八
六
）。
原

田
氏
は
主
に
沈
線
描
出
技
法
、
口
唇
断
面
形
状

と
そ
の
整
形
手
法
を
「
手
抜
き
の
方
向
性
」
か

ら
分
類
し
東
山
式
の
変
遷
を
整
理
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
沈
線
描
出
技
法
に
は
、
明
瞭

な
単
沈
線
に
よ
る
も
の
、
断
面
U
字
状
で
比
較

的
太
く
明
確
な
沈
線
に
よ
る
も
の
、
五
〜
六
㎝

単
位
の
細
く
浅
い
短
沈
線
の
連
続
と
な
る
も
の

が
あ
り
、
極
め
て
漸
位
的
な
変
化
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
口
唇
部
断
面
形
状
の
概
括
的
な
変
化

と
し
て
「
上
面
が
円
頭
状
か
ら
僅
か
に
平
坦
面

と
し
て
意
識
さ
れ
る
段
階
」、「
外
側
に
肥
厚
し

た
口
唇
部
上
面
が
、
確
実
な
平
坦
面
と
し
て
意

識
さ
れ
る
段
階
」、「
口
唇
上
面
に
加
え
、
口
唇

直
下
の
外
面
を
も
平
坦
面
化
し
、
断
面
が
よ
り

整
っ
た
角
頭
状
に
な
る
段
階
」
と
整
理
し
て
い

る
。
ま
た
、角
頭
状
断
面
と
な
る
段
階
に
は「
む

し
ろ
尖
頭
状
を
呈
す
る
資
料
も
存
在
す
る
」。

　

林
氏
資
料
の
中
に
も
、段
状
と
な
る
も
の（
277

〜
279
、
281
な
ど
）、
沈
線
、
凹
線
と
な
る
も
の
が

あ
り
、
口
唇
部
か
ら
沈
線
ま
で
の
幅
に
も
差
が

認
め
ら
れ
る
。
口
縁
部
は
緩
く
内
湾
す
る
も
の

が
多
い
。
口
唇
部
断
面
は
丸
棒
状
と
な
る
が
、

外
削
ぎ
状
に
弱
く
尖
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る

（
280
、
291
、
292
、
294
な
ど
）。
原
田
氏
の
指
摘
し

第 20図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（15）　（当館蔵）
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第 5表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（大浦山式　胴部・底部）
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第 21図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（16）　（当館蔵）
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た
よ
う
な
、平
坦
面
が
意
識
さ
れ
る
明
確
な
角
頭
状
と
な
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
器

形
が
復
元
で
き
る
も
の
は
少
な
い
が
、概
ね
砲
弾
形
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
器

壁
は
大
浦
山
式
と
比
べ
薄
く
、
や
や
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。

　

287
〜
290
の
沈
線
は
凹
線
状
と
な
る
。
290
の
内
面
に
は
緩
い
稜
が
作
出
さ
れ
て
お
り
、

本
資
料
が
大
浦
山
式
a
類
で
あ
る
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
277
の
口
唇
部
も

端
部
が
外
反
す
る
こ
と
で
内
面
に
弱
く
稜
が
作
出
さ
れ
て
お
り
、
290
も
同
様
の
も
の

と
考
え
て
お
き
た
い
。
292
〜
297
の
沈
線
は
細
く
鋭
い
。
292
や
295
は
口
唇
部
か
ら
沈
線

ま
で
の
幅
が
極
め
て
狭
く
な
る
。
296
は
口
縁
部
に
細
い
沈
線
が
巡
り
、
そ
の
下
方
に

は
縦
位
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
。
条
の
間
隔
は
広
く
回
転
施
文
か
押
捺
に
よ
る
も

の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
東
山
式
は
通
常
胴
部
が
無
文
と
な
る
た
め
、
厳
密
に
は
本

資
料
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
近
接
型
式
に
も
類
例
が
な
い
た
め
、
と
り
あ
え

第 6表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（東山式）

ず
東
山
式
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
て
お
き
た
い
。
無
文
口
縁
部
を
沈
線
で

区
画
し
、
そ
れ
以
下
が
縦
位
の
撚
糸
文
と
な
る
点
は
稲
荷
原
式
の
要
素
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
稲
荷
原
式
の
口
縁
は
肥
厚
し
無
文
部
も
広
い
。
さ
ら
に
撚
糸
文
の
節
は
本

資
料
に
比
し
圧
倒
的
に
太
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
本
資
料
を
稲
荷
原
式

と
す
る
の
は
難
し
い
。
297
は
口
縁
部
が
や
や
肥
厚
し
外
反
す
る
。
他
の
東
山
式
と
は

や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

（
5
）
無
文
土
器
（
第
22
〜
31
図
、
第
7
表
）

　

298
〜
561
は
無
文
土
器
で
あ
る
。
破
片
数
は
二
八
六
点
で
、
林
氏
資
料
の
中
で
最
も

多
い
。
撚
糸
文
期
の
無
文
土
器
に
つ
い
て
は
宮
崎
氏
が
そ
の
全
体
の
概
要
を
整
理
し

て
い
る
（
宮
崎
一
九
八
一
）。
ま
た
、
野
内
氏
が
細
か
な
観
察
に
基
づ
く
分
類
案
を
示

し
（
野
内
一
九
八
四
）、
そ
れ
を
原
田
氏
が
発
展
さ
せ
「
平
坂
式
」
と
し
て
再
整
理
し

て
い
る
（
原
田
一
九
八
七
）。
た
だ
、
石
井
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
無
文
土
器
は
撚

糸
文
期
を
通
じ
て
一
定
量
伴
う
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
（
石
井
一
九
九
一
）、
こ
れ
ら

の
無
文
土
器
を
そ
の
ま
ま
「
平
坂
式
」
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
無
文
の
底

部
破
片
で
は
東
山
式
の
底
部
と
の
判
別
も
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
に
示
す
土
器
群
の
中

に
は
東
山
式
に
属
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
に
口
縁
部
断
面
形
態
、
調
整
等
か
ら
整
理
し
記
述
す
る
。

　

口
縁
部
断
面
が
丸
棒
状
と
な
る
も
の
は
298
～
423
、
尖
頭
状
と
な
る
も
の
は
424
～
472
、

角
頭
状
と
な
る
も
の
は
473
～
484
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
内
湾
あ
る
い
は
直
立
す
る
。

　

298
～
368
は
口
縁
部
が
丸
棒
状
で
、
口
縁
部
直
下
の
み
横
方
向
、
以
下
は
縦
方
向
の

擦
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
298
～
318
は
横
方
向
擦
痕
の
幅
が
僅
か
で
、
口
縁

部
直
下
の
み
と
な
る
。
369
～
380
は
口
縁
部
の
擦
痕
が
斜
方
向
と
な
る
。
擦
痕
が
明
瞭

に
残
る
も
の
も
多
い
。
調
整
の
切
り
合
い
を
観
察
す
る
と
、
多
く
が
全
面
を
縦
方
向

に
調
整
し
た
後
、
口
縁
部
を
横
あ
る
い
は
斜
方
向
に
調
整
し
て
い
る
。
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第 22図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（17）　（当館蔵）
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第 23図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（18）　（当館蔵）
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第 24図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（19）　（当館蔵）
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内
面
に
明
瞭
な
調
整
痕
を
も
つ
も
の
も
散
見
さ
れ
る
（
328
、
329
、
331
な
ど
）。
内
面

の
調
整
具
は
外
面
と
異
な
る
よ
う
で
、
条
痕
状
の
擦
痕
と
な
る
も
の
が
多
い
。

　

381
～
386
は
、
口
縁
部
が
横
方
向
に
撫
で
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
386
を
除
く
五
点
の

調
整
は
、
大
浦
山
式
に
み
ら
れ
る
平
滑
な
撫
で
調
整
に
似
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
浦

山
式
に
属
す
る
破
片
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
386
は
口
唇
部
が
や
や
肥
厚
し
て
お
り
、

稲
荷
台
式
に
伴
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

387
～
394
は
ケ
ズ
リ
状
の
粗
い
擦
痕
が
横
方
向
に
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
関

東
地
方
北
部
に
分
布
す
る
天
矢
場
式
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
る
土
器
群
で
あ
る
（
中
村

二
〇
〇
二
）。
特
に
387
は
口
唇
端
か
ら
内
面
の
磨
き
、
黒
色
化
が
み
ら
れ
、
天
矢
場
式

の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

395
～
423
の
調
整
は
不
明
瞭
と
な
る
。
423
は
胎
土
、
色
調
、
外
反
の
様
相
等
が
他
の

土
器
群
と
異
な
っ
て
お
り
、
後
期
以
降
に
下
る
可
能
性
が
高
い（

（
（

。

　

424
～
472
は
口
縁
部
断
面
が
尖
頭
状
と
な
る
。
そ
の
う
ち
443
～
448
が
外
削
ぎ
状
、
467

～
472
が
内
削
ぎ
状
、
449
～
466
が
そ
の
中
間
な
形
状
を
示
す
。
調
整
は
丸
棒
状
口
縁
と

同
様
の
様
相
で
、
口
縁
部
が
横
方
向
、
以
下
が
縦
方
向
と
な
る
。
内
削
ぎ
状
と
な
る

も
の
に
は
、
内
削
ぎ
の
下
端
が
稜
の
よ
う
に
な
る
も
の
が
あ
る
が
（
467
、
469
な
ど
）、

こ
れ
ら
の
作
出
は
大
浦
山
式
土
器
b
類
に
み
ら
れ
た
内
面
の
稜
を
も
つ
土
器
群
（
第

16
図
）
と
類
似
し
、
両
者
の
関
係
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
455
の
口
縁
に
は
僅
か
に

刻
み
状
の
凹
み
が
あ
り
、
補
修
刻
み
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

473
～
484
は
口
縁
部
断
面
が
角
頭
状
と
な
る
。
面
取
り
の
意
識
は
あ
ま
り
強
く
な
く
、

角
は
緩
い
。
473
の
口
唇
部
に
は
刻
み
が
施
さ
れ
る
。

　

485
～
493
は
胴
部
破
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
縦
方
向
の
擦
痕
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

487
の
上
部
に
は
斜
方
向
の
擦
痕
が
残
る
。
485
は
補
修
孔
が
認
め
ら
れ
、
口
縁
部
直
下

の
破
片
で
あ
ろ
う
。

　

494
～
561
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
や
や
尖
り
気
味
の
丸
底
と
な
る
も
の
が
多
い
。
515
、

519
、
520
は
先
端
に
平
坦
面
が
認
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
半
平
底
」
と
な
る
（
原
田
一

九
八
七
）。
大
浦
山
式
の
底
部
で
は
、
底
部
先
端
の
内
面
が
極
端
に
肥
厚
す
る
も
の
が

特
徴
的
に
見
ら
れ
た
が
、
無
文
土
器
の
底
部
に
お
い
て
も
一
部
に
同
様
の
様
相
が
観

察
さ
れ
た
。
ま
た
、
底
部
先
端
が
底
部
先
端
が
擦
り
減
る
も
の
が
散
見
さ
れ
た
。
擦

り
減
り
が
観
察
さ
れ
た
も
の
は
図
中
に
矢
印
で
そ
の
範
囲
を
示
し
た
。

　

器
面
調
整
は
口
縁
部
、
胴
部
と
同
様
の
様
相
を
示
し
、
粗
い
擦
痕
を
も
つ
も
の
、
撫

で
ら
れ
る
も
の
、
不
明
瞭
な
も
の
等
が
あ
る
。

　

な
お
482
に
は
「
南
區
上
大
岡
十
王
堂
免
西
側
」
と
の
注
記
が
あ
る
が
「
西
側
」
の

文
字
が
確
認
で
き
る
の
は
林
氏
資
料
の
中
で
本
資
料
の
み
で
あ
る
。

（
6
）
早
期
後
半
の
土
器
群
（
第
32
図
、
第
8
表
）

　

562
〜
568
は
早
期
後
半
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
土
器
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
無
文
の

胴
部
か
ら
底
部
破
片
で
あ
り
、
口
縁
部
破
片
は
存
在
し
な
い
。

　

562
、
563
の
器
面
に
は
全
体
に
斜
位
の
擦
痕
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
内
面
に
も
粗

い
擦
痕
が
横
位
に
認
め
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
明
瞭
で
な
い
。
胎
土
に
は
砂
粒
を
多
く

含
み
、
全
体
に
く
す
ん
だ
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
562
の
底
部
は
尖
り
気
味
の
丸
底
と
な

る
。
564
〜
568
の
調
整
痕
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
567
は
底
面
を
欠
く
が
、
お
そ
ら
く
平
底

で
あ
ろ
う
。
568
は
や
や
張
り
出
し
、
突
出
し
た
底
部
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
明
確
な
所
属
時
期
は
不
明
だ
が
、
以
上
の
要
素
か
ら
早
期
後
半
に
属
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
十
王
堂
免
遺
跡
か
ら
東
へ
六
〇
〇
m
程
の
位
置
に
は
、
当

該
時
期
を
主
体
と
す
る
紅べ

に
と
り取

遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
一
九

八
〇
）。
紅
取
遺
跡
は
、
東
海
地
方
に
由
来
を
持
つ
と
さ
れ
る
入
海
式
土
器
の
出
土
で

知
ら
れ
る
が（

（
（

、
562
、
563
の
調
整
や
胎
土
の
特
徴
は
紅
取
遺
跡
出
土
の
入
海
式
土
器
と

よ
く
似
て
お
り
、
両
者
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
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第 25図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（20）　（当館蔵）
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第 26図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（21）　（当館蔵）
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第 27図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（22）　（当館蔵）
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第 28図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（23）　（当館蔵）
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第 29図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（24）　（当館蔵）
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第 30図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（25）　（当館蔵）
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第 31図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（26）　（当館蔵）
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第 7表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（無文土器）
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（
7
）
所
属
時
期
不
明
の
土
器
（
第
33
図
）

　

569
〜
573
は
所
属
時
期
不
明
の
土
器
で
あ
る
。
胴
部
か
ら
底
部
の
破
片
で
、
明
確
な

文
様
は
施
さ
れ
な
い
。
569
に
は
刺
突
状
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
偶
発
的
所
産
の

可
能
性
も
あ
る
。
569
、
571
〜
573
の
底
部
先
端
は
い
ず
れ
も
乳
房
状
に
突
出
し
、
569
、
572

で
は
突
出
部
の
中
央
が
僅
か
に
凹
む
。
569
の
底
部
か
ら
三
㎝
程
上
の
位
置
に
は
緩
い

段
が
認
め
ら
れ
る
。
器
面
に
明
確
な
調
整
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
全
面
が
弱
く
撫

で
ら
れ
平
滑
で
あ
る
。
内
面
は
横
方
向
の
粗
い
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
内
外
面
と
も

に
細
か
な
繊
維
状
、
筋
状
の
圧
痕
が
多
数
観
察
さ
れ
る
。
色
調
は
薄
く
く
す
ん
だ
赤

褐
色
を
呈
し
、
内
面
の
大
部
分
は
黒
色
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
所
属
時
期
に
つ
い
て
明
確
に
は
指
摘
し
得
な
い
が
、
右
に
指
摘
し
た
器

形
、
底
部
形
態
、
器
面
、
胎
土
等
の
様
相
か
ら
、
草
創
期
隆
線
文
土
器
の
時
期
の
可

能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
先
端
の
突
出
す
る
底
部
は
先
の
早
期
後
半
の
土
器
（
568
）
に

も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
568
の
底
部
は
先
端
の
突
出
に
合
わ
せ
て
内
面
も
凹
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
569
、
571
〜
573
の
底
部
内
面
に
は
そ
の
よ
う
な
凹
み
は
認
め
ら
れ
ず
、

作
出
が
異
な
る
。
ま
た
器
面
調
整
や
胎
土
の
様
相
は
大
き
く
異
な
る
。
現
時
点
で
は

い
ず
れ
と
も
決
し
難
く
、
隆
線
文
土
器
の
時
期
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
に
留
め

て
お
き
た
い
。

三　

林
氏
採
集
土
器
群
に
つ
い
て
―
考
察
―

（
1
）
器
面
の
調
整
具
痕
に
つ
い
て

　

林
氏
資
料
の
う
ち
、
数
点
の
器
面
に
調
整
具
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
認
め
ら

れ
た
（
第
34
図
）。
163
、
226
の
内
面
に
は
水
平
に
調
整
痕
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
端
に
調

整
具
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
調
整
具
痕
の
幅
は
十
二
〜
十
五
㎜
程
度
で
あ
る
。
擦
痕
や

粘
土
の
様
子
を
観
察
す
る
と
、
調
整
具
痕
は
調
整
具
の
一
回
一
回
の
動
き
の
終
点
に

残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
226
は
水
平
な
調
整
痕
の
端
に
そ
の
ま
ま
調
整
具
痕
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
163
で
は
終
点
の
直
前
で
僅
か
に
上
方
に
曲
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
痕
跡
は
、
内
面
調
整
時
の
腕
の
動
き
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
お

そ
ら
く
土
器
の
内
側
に
右
手
を
入
れ
、
腕
を
引
く
動
作
に
よ
り
調
整
を
行
な
っ
た
こ

と
で
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
163
の
調
整
具
の
動
き
の
終
点
直
前
の
湾
曲
は
、
そ
の

際
の
腕
の
動
き
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
と
も
調
整
具
痕
の
縦
の
位
置
は
概
ね

ま
と
ま
る
が
、
特
に
226
は
揃
っ
て
お
り
、
一
回
一
回
の
調
整
の
ス
ト
ロ
ー
ク
が
規
則

的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
細
か
な
点
で
は
、
163
の
調
整
具
痕
は

い
ず
れ
も
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
226
で
は
い
ず
れ
も
左
上
が
り
に
な

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
調
整
具
の
持
ち
方
や
手
首
の
角
度
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
163
は
口
縁
部
付
近
、
226
は
胴
部
と
い
う
部
位
の
違
い
に
起
因
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

492
の
外
面
に
は
縦
位
の
擦
痕
と
と
も
に
調
整
具
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
調
整
具
痕
の

幅
は
六
㎜
程
度
で
あ
る
。
163
や
226
と
同
様
に
調
整
具
の
動
き
の
終
点
に
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
上
か
ら
下
へ
調
整
具
が
動
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
調
整
具
痕

の
位
置
も
概
ね
揃
う
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
調
整
具
痕
が
顕
著
に
残
る
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
土
器
製

作
時
の
腕
、
身
体
の
動
作
を
復
元
す
る
上
で
重
要
な
情
報
と
な
ろ
う
。

（
2
）
補
修
孔
に
つ
い
て

　

岡
本
勇
氏
に
よ
る
大
浦
山
遺
跡
調
査
報
告
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大

浦
山
式
土
器
に
は
縦
長
の
切
れ
目
状
に
施
さ
れ
る
補
修
孔
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る

（
岡
本
一
九
六
〇
）。
こ
れ
は
大
浦
山
式
の
他
に
「
平
坂
式
」
や
花
輪
台
式
に
も
認
め

ら
れ
る
が
（
原
田
一
九
八
七
、
一
九
九
一
）、
他
地
域
、
他
時
期
の
土
器
に
は
見
ら
れ

ず
、
撚
糸
文
期
後
半
の
特
徴
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
口
縁
部
に
楔
状
の
刻
み
が
施
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
同
様
の
目
的
の
た
め
の
処
置
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
林
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氏
資
料
の
中
に
も
補
修
孔
や
刻
み
が
施
さ
れ
た
土
器
が
散
見
さ
れ
た

た
め
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
第
35
図
）。

　

撚
糸
文
期
前
半
の
夏
島
式
、稲
荷
台
式
土
器
に
認
め
ら
れ
る
補
修
孔

は
円
形
で
あ
る
（
15
、
52
）。
器
壁
の
半
分
以
上
の
厚
さ
を
外
面
か
ら

の
穿
孔
に
よ
る
。
孔
の
径
は
四
〜
五
㎜
程
度
で
あ
る
。

　

大
浦
山
式
土
器
に
は
縦
長
の
切
れ
目
状
の
補
修
孔
が
多
く
認
め
ら

れ
る
（
87
、
88
、
99
、
104
、
109
な
ど
）。
夏
島
式
、
稲
荷
台
式
や
他
時

期
の
土
器
に
見
ら
れ
る
円
形
の
補
修
孔
は
穿
孔
具
の
回
転
に
よ
っ
て

穿
孔
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
縦
長
で
切
れ
目
状
の
補
修
孔
は
、
小
林

達
雄
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、道
具
の
往
復
に
よ
っ
て
穿
孔
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
（
小
林
一
九
七
七
）。
た
だ
、
中
に
は
孔
が
ほ
ぼ
円
形

で
、
回
転
に
よ
る
穿
孔
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
（
100
な
ど
）。
ま

た
穿
孔
痕
は
縦
長
と
な
っ
て
も
孔
そ
の
も
の
は
概
ね
円
形
で
あ
る
こ

と
も
多
い
。
多
く
が
外
側
か
ら
の
穿
孔
が
深
く
入
り「
片
面
穿
孔
」（
原

第 8表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表
　　　　　（早期後半・時期不明）山式）

第 32図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（27）　（当館蔵）
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第 33図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（28）　（当館蔵）



− 75 −

田
一
九
九
一
）
の
よ
う
に
な
る
。
口
唇
部
に
補
修

刻
み
が
作
出
さ
れ
る
も
の
は
補
修
孔
が
穿
た
れ
る

も
の
に
比
べ
少
な
い
（
106
、299
）。
大
浦
山
式
の
補

修
孔
に
は
穿
孔
を
途
中
で
取
り
や
め
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
（
106
、120
、156
な
ど
）、

こ
の
よ
う
な
や
り
方
も
他
の
時
期
に
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。
106
は
中
途
の
補
修
孔
に
加
え
、
口
唇

部
に
楔
状
の
刻
み
が
作
出
さ
れ
る
。
180
で
は
、
穿

孔
を
一
度
途
中
で
取
り
や
め
た
後
、
位
置
を
僅
か

に
ず
ら
し
て
再
度
を
行
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
孔

は
円
形
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
無
文
土
器
に
も
共
通
す
る
。

な
お
、
384
、
432
、
461
に
は
、
内
面
に
も
擦
り
切
り

の
痕
跡
が
あ
る
。

　（
3
）
無
文
土
器
の
口
縁
部
変
色
に
つ
い
て

　

本
遺
跡
出
土
土
器
を
観
察
す
る
中
で
、
口
縁
部

が
黒
色
化
し
て
い
る
も
の
が
一
定
数
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
た（
第
36
図
）。
い
ず
れ
も
口
唇

部
端
か
ら
五
〜
一
〇
㎜
程
度
が
黒
色
化
し
て
お

り
、
無
文
の
土
器
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
大
浦
山

式
b
類
（
146
、
208
な
ど
）
や
東
山
式
（
289
）
の
土

器
片
に
も
少
量
認
め
ら
れ
る
。
断
面
を
観
察
す
る

と
黒
色
化
は
内
部
に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
お
そ
ら

く
使
用
に
伴
う
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ

第 34図　器面調整具の痕跡がみられる土器
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第 35図　土器にみられる補修孔
左：外面　右：内面
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う
な
要
因
で
生
じ
た
の
か
は
現
段
階
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
土
器
に
蓋
を

し
て
煮
沸
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
実
験
的
な
分
析
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

黒
色
化
部
分
の
下
端
が
明
確
に
な
る
も
の
（
403
、
303
な
ど
）、
漸
位
的
な
も
の
（
146
、

208
、
289
な
ど
）
が
認
め
ら
れ
る
。

（
4
）
土
器
の
大
き
さ
に
つ
い
て

　

分
類
ご
と
の
土
器
群
の
大
き
さ
の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
口
径
が
復
元
可
能
な

破
片
の
口
径
を
計
測
し
比
較
し
た
（
第
37
図
下
段
）。
各
土
器
群
の
口
径
分
布
は
大
浦

山
式
a
類
が
十
五
〜
三
十
四
㎝
、
大
浦
山
式
b
類
が
十
三
〜
二
十
四
㎝
、
東
山
式
が

九
〜
二
十
二
㎝
、
無
文
土
器
は
五
〜

二
十
二
㎝
で
、
九
〜
一
〇
㎝
に
ピ
ー

ク
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
大
浦
山
式
に
比
べ
無
文
土
器
は

明
ら
か
に
小
形
と
な
る
傾
向
が
指
摘

で
き
る
。
東
山
式
は
母
数
が
少
な
い

が
無
文
土
器
に
近
い
傾
向
を
示
す
よ

う
で
あ
る
。
な
お
、
夏
島
式
、
稲
荷

台
式
土
器
に
は
口
径
が
復
元
可
能
な

個
体
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
破
片
全
体
に
お
け
る
口
径

復
元
可
能
な
破
片
数
の
比
率
を
算
出

し
た
と
こ
ろ
、
大
浦
山
式
と
無
文
土

器
、
東
山
式
と
の
間
に
は
明
確
な
差

が
認
め
ら
れ
た（
第
37
図
上
段
）。
土

器
が
割
れ
、
生
じ
る
破
片
の
大
き
さ

第 36図　口縁部が黒色化した土器群

第 37図　十王堂免遺跡採集土器片から復元した口径サイズ
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は
元
の
土
器
の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
理
論
上
、
元

の
土
器
が
大
き
い
ほ
ど
一
つ
の
破
片
か
ら
口
径
を
復
元
で
き
る
可
能
性
は
低
く
な

り
、
元
の
土
器
が
小
さ
け
れ
ば
、
一
つ
の
破
片
か
ら
で
も
口
径
が
復
元
で
き
る
可
能

性
は
高
く
な
る
。
算
出
し
た
比
率
を
そ
う
し
た
視
点
で
み
て
み
る
と
、
大
浦
山
式
は

数
値
が
低
く
、
そ
れ
に
比
べ
無
文
土
器
お
よ
び
東
山
式
は
数
値
が
高
く
な
る
。
つ
ま

り
大
浦
山
式
は
東
山
式
や
無
文
土
器
と
比
較
し
、
元
の
個
体
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
可

能
性
が
高
く
、
先
の
口
径
サ
イ
ズ
の
傾
向
を
追
認
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
傾
向
の
違
い
の
要
因
を
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
用
途
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は

先
に
指
摘
し
た
口
縁
部
黒
色
化
の
現
象
が
無
文
土
器
に
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
関

連
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

無
文
土
器
の
編
年
的
位
置
づ
け
は
未
だ
共
通
の
見
解
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
大
き

さ
の
違
い
が
同
時
期
に
お
け
る
用
途
の
違
い
を
示
し
て
い
る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、

無
文
土
器
の
一
部
（
特
に
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
も
の
）
は
大
浦
山
式
と
同
時
期
に
存
在

し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
無
文
土
器
の
編
年
を
検
討
す
る

際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
も
有
用
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
5
）
林
氏
資
料
の
数
量

　

林
氏
資
料
の
破
片
数
、
重
量
の
内
訳
を
第
38
図
に
示
し
た
。
大
浦
山
式
お
よ
び
無

文
土
器
が
多
数
を
占
め
、
撚
糸
文
期
前
半
（
夏
島
式
、
稲
荷
台
式
）、
東
山
式
は
少
な

い
。
大
浦
山
式
a
、
b
類
の
内
訳
は
、
破
片
数
で
は
b
類
が
、
重
量
で
は
a
類
が
多

く
、
一
つ
の
破
片
の
重
さ
（
大
き
さ
、
厚
さ
）
が
a
類
の
方
が
重
い
と
い
う
傾
向
を

示
し
て
い
る（

（（
（

。
周
辺
の
撚
糸
文
期
後
半
の
遺
跡
に
お
い
て
は
、
押
型
文
土
器
が
出
土

す
る
例
も
散
見
さ
れ
る
が
（
岡
本
一
九
五
七
・
一
九
五
九
、
守
屋
一
九
九
五
な
ど
）、

林
氏
資
料
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

第 38図　十王堂免遺跡採集土器群の重量・破片数の内訳

　

実
際
に
存
在
し
た
土

器
の
個
体
数
を
破
片
資

料
か
ら
復
元
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、

底
部
の
破
片
数
は
最
小

個
体
数
と
し
て
有
効
で

あ
る
。
林
氏
資
料
に
は

大
浦
山
式
二
十
五
点
、

無
文
土
器
六
十
七
点
の

底
部
破
片
が
含
ま
れ
て

い
る
。
本
稿
で
無
文
土

器
と
し
た
一
群
が
、
撚

糸
文
期
の
複
数
時
期
の

土
器
を
含
ん
で
い
る
と

い
う
前
提
は
踏
ま
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
で
あ
っ
て
も
一
遺
跡
か
ら
の
出
土
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
当

該
期
遺
跡
の
中
で
も
極
め
て
多
い
部
類
に
入
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

十
王
堂
免
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
名
前
こ
そ
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
内
容
が

公
表
さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
で
中
期
以
外
の
ほ
ぼ
全
て
の
土
器

片
を
紹
介
し
た
が
、
土
器
の
量
だ
け
か
ら
し
て
も
、
本
遺
跡
が
当
該
期
の
遺
跡
と
し

て
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
お
そ
ら
く
、
撚
糸
文
期
後
半
に
あ

っ
て
は
、
複
数
の
住
居
址
か
ら
な
る
集
落
跡
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
本
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稿
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
報
告
し
た
土
器
に
は
、
表
面
に
貝
塚

か
ら
出
土
す
る
土
器
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
白
色
付
着
物
の
あ
る
も
の
が
散
見
さ
れ

た
。
こ
れ
は
土
器
を
包
含
し
て
い
た
土
層
付
近
に
貝
層
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
林
氏
や
芹
沢
氏
の
記
述
に
は
そ
の
よ
う
な
内
容
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
今
後
、
理
化
学
的
な
分
析
等
を
行
な
う
こ
と
で
、
よ
り
遺
跡
の
状
況

を
復
元
で
き
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
評
価
を
行
な
う
た
め
に
は
土
器
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
も
分
析
も

行
な
う
必
要
が
あ
る
。
林
氏
の
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料
に
は
、
ス
タ
ン
プ
形
石
器

や
「
礫
斧
」（
原
田
一
九
八
八
）
と
い
っ
た
撚
糸
文
期
に
特
有
の
石
器
群
が
大
量
に
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
も
今
後
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
当
館
に
は
、
十
王
堂
免
遺
跡
周
辺
の
林
氏
の
採
集
資
料
も
多
く
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
撚
糸
文
期
を
は
じ
め
と
す
る
、
本
遺
跡
と
近
い
時
期
の
も

の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
整
理
、
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、
本

遺
跡
を
含
め
た
当
該
地
域
の
よ
り
具
体
的
な
姿
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
こ
よ

う
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
公
表
も
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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註（
1
）
当
館
の
所
蔵
す
る
林
氏
旧
蔵
資
料
の
う
ち
、横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
土
器
に
つ
い
て
は
既
に

報
告
を
行
な
っ
て
い
る
（
千
葉
二
〇
一
五
）。
ま
た
そ
の
一
部
を
対
象
と
し
た
胎
土
分
析
、
赤

色
顔
料
分
析
お
よ
び
同
貝
塚
で
林
氏
が
採
集
し
た
骨
角
器
に
つ
い
て
は
本
誌
で
報
告
を
行
な

っ
て
い
る
（
建
石
・
降
幡
・
千
葉
報
文
お
よ
び
高
橋
・
千
葉
報
文
参
照
）。

（
2
）
林
氏
の
手
書
き
文
章
は
、
句
読
点
が
全
て
句
点
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
文

脈
か
ら
適
宜
句
点
を
読
点
に
改
め
た
。

（
3
）
横
浜
市
磯
子
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
磯
子
区
歴
史
年
表 

昭
和
二
十
一
年
～
昭
和
四
十
五
年
」
に

よ
る
。（http://www.city.yokohama.lg.jp/isogo/isogo/nenpyo/nenpyo2.html

、二
〇
一

六
年
七
月
三
〇
日
閲
覧
）

（
4
）
本
稿
で
は
林
氏
の
言
う
「
十
王
堂
免
」
採
集
資
料
を
対
象
と
し
た
。「
平
台
」「
森
町
赤
穂
原
」

等
の
注
記
を
も
つ
資
料
は
今
後
整
理
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

（
5
）
藤
山
龍
造
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
6
）
接
合
し
た
破
片
が
複
数
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
破
片
数
と
図
版
番
号
は
一
致
し
な
い
。

（
7
）
岡
本
勇
氏
は
大
浦
山
遺
跡
で
の
報
文
で
、
大
浦
山
式
土
器
の
う
ち
撚
糸
文
が
施
さ
れ
る
一
群

（「
第
一
型
式
」）
に
つ
い
て
「
器
面
は
表
裏
と
も
に
よ
く
磨
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
表
面
で
は

多
く
の
も
の
に
つ
や
0

0

が
感
じ
ら
れ
る
。」
と
し
て
い
る
（
傍
点
は
原
典
マ
マ
、岡
本
一
九
六
〇
）。

（
8
）
た
だ
、
林
氏
資
料
の
中
に
は
後
期
に
属
す
る
土
器
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）
紅
取
遺
跡
の
入
海
式
土
器
も
林
氏
の
採
集
資
料
で
あ
り
、当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
神
奈
川

県
立
博
物
館
編
一
九
七
〇　

図
版
3
―
4
）。

（
10
）
こ
の
傾
向
は
型
式
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、廃
棄
や
埋
没
と
い
っ
た
遺
跡
に
お
け
る
二

次
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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